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研究要旨  

我々は、厚労科研脊柱靭帯骨化症研究班での多施設研究により、頚椎 OPLL術後の

復職状況についてアンケート方式による調査を行ってきた。その後も症例数を追

加し、頚椎 OPLL 術後 1年以上経過した 273例について検討した。163例（68.8%）

が術前に就労していた。術後の復職率は 68.3％であった。術後復職の有無で比較

したところ有意差を認めたのは、仕事内容（軽作業）、年齢（若年）、術前の労働

力の高さ、術前の JOA スコア、術後の痛みやしびれであった。復職率改善に繋が

る手術時期や復職状況満足度向上に繋がる因子の検討などが今後の課題である。 

 

Ａ．研究目的 

頚椎後縦靭帯骨化症（OPLL）の病因解明や、

手術成績に関する研究は数多く報告されて

いるが、術後の復職状況に関する研究はと

ても少ない。厚労科研脊柱靭帯骨化症研究

班での多施設研究により、頚椎 OPLL術後の

復職状況について調査を行うことを目的に

本研究を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

厚労科研脊柱靭帯骨化症研究班所属の施設

より、アンケート郵送方式により術前およ

び術後の就労状況について調査を行った。

職業を無職、軽作業（座っている事が多い）、

軽作業（立っている事が多い）、重労働の 4
つに分類し、勤務形態は、常勤、非常勤（パ

ート）、その他（主婦・主夫含む）の 3 つに

分類し、これらのどれに該当するか、加え

て具体的な職業の記載を依頼した。さらに、

発症前の労働量を 100％とした場合の術

前・術後の労働量や、復職した場合にはそ

の時期を、出来なかった場合にはその理由

を調査した。最終的な復職状況の満足度も

調査した。本研究は、参加施設の倫理委員

会の承認を得て行った。 

  

Ｃ．研究結果 

頚椎 OPLL術後、1年以上経過した 273例

について調査可能であった。163 例（男性：

127 例、女性：36 例）（68.8%）が術前に就

労していた。術後の復職率は男性 89例、女

性 22例、合計 111例（68.3%）であった。 

術後復職の有無の 2 群間で検討したとこ

ろ、2 群間で有意差を認めたものは、仕事

内容（軽作業）、年齢（若年）、術前の労働

力の高さ、術前の JOA スコア、術後の痛み

やしびれであった。 

 

Ｄ．考察、 

我々が渉猟しえた限りでは、これまでに頚

椎 OPLLの術後復職に関する報告は 4編のみ

であり、復職率は 53％～75％と報告されて

いる。本研究での復職率は、68.1％と過去

の報告とほぼ同様であった。復職の満足度



21 
 

に関する調査報告はなかった。 

本研究の限界として、未記載の項目が散見

され、アンケート方式によるデータ収集の

限界と考えられ、今後に課題が残った。 

これまでに、術前の職業、脊髄症の重症度、

術後の脊髄症の重症度、神経症状や項部愁

訴、術前術後の下肢機能などが復職に関連

する因子として報告されている。また、近

年 で は PPI （ Patient and Public 

Involvement）が注目され、脊柱靭帯骨化症

研究でも患者会の意見を反映した研究が行

われている。特に、術後遺残疼痛やしびれ

についての悩みが本症の患者には大きな問

題となっていることが分かってきた。本研

究でも術後の痛みやしびれが復職に影響す

る有意な因子として認められ、今後の検討

が必要である。 

 

Ｅ．結論 

本調査での頚椎OPLL術後の復職率は68.1％
であった。復職率改善に繋がる手術時期の
検討などが今後の課題である。 
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